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• 全府省庁において、生成AIシステムを利用開始済み（前回報告（令和７年12月末時点）から変更なし）

• 令和８年３月末時点までで、リスクケースの発生事例はなし

各府省庁生成AIシステム定期報告概要（令和７年度第４回）

調査概要 ✓ 令和８年３月末時点での生成AIシステムの利活用状況を令和８年４月に各府省庁より報告

分析軸

✓ 利用類型
汎用型１（指示文やファイルを直接入力する形でのみ生成AIを利用している）

汎用型２（定型的な指示文やテンプレート、フォーマットを利用することで生成AIへの指示を行っている）

特化型１（特定の業務データ等を参照させる形で、RAG等の技術を活用している）

特化型２（特定の業務データ等を学習させる形で、ファインチューニングや強化学習を活用して独自モデルの開発等をしている）

✓ 利用開始時期（利用開始済みor令和８年度以降に利用開始予定or未定）

✓ 利用者の範囲（単一府省庁のみor複数府省庁までor外部orその他）

✓ 導入段階（検証段階or常用段階）

✓ 取扱情報の機密性（機密性１or機密性２以上をプロンプトに入れるor機密性２以上を参照or機密性２以上を追加学習）

✓ 成果目標（定量成果目標ありor定性成果目標ありor成果目標なし）

✓ 出力データの種類（テキスト出力のみor画像・音声を含むor動画を含むorその他）

✓ モデル利用状況
✓ 利用用途（記述式。分析軸としては新規追加）



© Digital Agency, Government of Japan 2政府職員を利用者とするもののみを対象、利用者の範囲の記載がない２件は除いている
「単一府省庁のみ-全体」に記載の｢(数値)」は、重複削除した際の省庁数を示している

前回報告時点の情報も併せて報告内容の見直しを実施したため、前回報告件数を一部変更している

• 25府省庁中、20府省庁において、府省庁内全体で生成AIを利用開始済み（前回報告から２府省庁増）

• 前回報告と比較し、特化型１の案件が増加

政府職員の生成AIシステムの利用類型・利用者の範囲

利用類型/利用開始状況

総計
前回報
告件数

汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前

利
用
者
の
範
囲

１．単一府省庁のみ-課室単位以下 78 3 7 1 21 1 1 3 1 117 205

２．単一府省庁のみ-部局単位
（複数部局での利用を含む）

24 3 5 1 4 6 1 44 43

３．単一府省庁のみ-全体 26 1 6 1 3 37(20) 37(18)

４．複数府省庁まで
（独法や地方公共団体等を含まない）

1 5 3 9 5

５．行政関係者まで
（独法や地方公共団体等を含む）

1 2 1 1 3 8 5

８．その他 2 4 1 1 1 9 11

総計 131 6 16 3 42 15 2 7 2 224 -

前回報告件数 210 7 29 3 28 19 1 1 7 1 - 306



© Digital Agency, Government of Japan 3政府職員を利用者とするもののみを対象、利用者の範囲の記載がない２件、導入段階の記載がない１件は除いている
前回報告時点の情報も併せて報告内容の見直しを実施したため、前回報告件数を一部変更している

• 単一府省庁のみによる利用について常用段階のものが徐々に増加していることを確認

• 単一府省庁のみによる利用にとどまらず、複数府省庁等の組織にまたがる案件も微少ながら増加傾向

政府職員の生成AIシステムの導入段階ごとの利用類型・利用者の範囲

利用類型・利用開始状況

総計
前回報告
件数

汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前

利
用
者
の
範
囲
・
調
達
段
階

１．単一府省庁のみ-課室単位以下
常用段階 56 2 5 1 6 1 3 1 75 148

検証段階 22 1 2 16 1 42 56

２．単一府省庁のみ-部局単位
（複数部局での利用を含む）

常用段階 16 1 4 2 2 26 25

検証段階 8 2 1 1 2 4 1 19 18

３．単一府省庁のみ-全体
常用段階 24 1 3 1 3 32 27

検証段階 2 3 5 10

４．複数府省庁まで
（独法や地方公共団体等を含まない）

常用段階 1 3 4 3

検証段階 2 3 5 2

５．行政関係者まで
（独法や地方公共団体等を含む）

常用段階 2 2 2

検証段階 1 1 1 3 6 3

８．その他
常用段階 1 3 4 3

検証段階 1 1 1 1 4 7

総計 131 6 16 3 42 15 2 7 1 223 -

前回報告件数 209 7 29 3 28 19 1 1 7 0 - 304

同一カテゴリ内で常用段階・検証段階を比較した際に、特により多くの案件数がある調達段階を色分けで示す



© Digital Agency, Government of Japan 4今回の報告件数集計は、今回の定期報告にて利用終了の報告があったもののみを集計。前回報告件数は、前回報告までの通算の利用終了案件数である

• 利用終了となったものは、汎用型１が数として多く、利用終了案件の約９割が課室単位以下の小規模に使われていた案件

• 特化型における終了は元々利用期間が限定されていたものがその期限を迎え役割を終えた案件など

利用終了となった案件

利用類型・利用開始状況

総計
前回報
告件数

汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前

利
用
者
の
範
囲
・
調
達
段
階

１．単一府省庁のみ-課室単位以下
常用段階 73 14 87 24

検証段階 18 1 1 1 21 14

２．単一府省庁のみ-部局単位
（複数部局での利用を含む）

常用段階 3 3

検証段階 3 1 4 2

３．単一府省庁のみ-全体
常用段階 2 1 3

検証段階 1 1 2

８．その他
常用段階 1 1 1

検証段階 1

総計 98 1 15 5 2 121 -

前回報告件数 34 3 5 - 42



© Digital Agency, Government of Japan 5政府職員を利用者とするもののみを対象、利用者の範囲の記載がない２件は除いている
前回報告時点の情報も併せて報告内容の見直しを実施したため、前回報告件数を一部変更している

• 機密性２情報や個人情報を取り扱う案件は４割（90件/224件）程度

• 機密性２情報を取り扱う案件は、プロンプト又はRAGで参照する事例が殆どである傾向に大きく変化はない

政府職員の利用する生成AIシステムの取扱情報の機密性

利用類型・利用開始状況

総計
前回報告
件数

汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前

情
報
の
機
密
性

１．機密性１情報のみ取り扱う 94 4 10 2 13 5 5 2 135 225

２．機密性２情報や個人情報を利用者が
指示文に入力する

27 1 2 9 3 42 37

３．機密性２情報や個人情報を参照して
回答を生成する

10 1 4 1 20 7 1 2 46 43

４．機密性２情報を生成AIの追加学習
（強化学習やファインチューニング等）
に用いる

1 1 1

総計 131 6 16 3 42 15 2 7 2 224 -

前回報告件数 210 7 29 3 28 19 1 1 7 1 - 306



© Digital Agency, Government of Japan 6特定少数及び不特定多数の外部の方を利用者とするもののみを対象

• 前回報告と比較して、外部特定ユーザ向けに対して提供する事例がやや増加

• 外部向けの利用類型では、特定の利用者に対する情報提供に生成AIによるRAGを活用するものが多い

政府の生成AIシステムの外部向けの利用類型・導入段階

利用類型・利用開始状況

総計
前回報告
件数

汎用型１ 汎用型２ 特化型１ 特化型２ その他

利用者の範囲 導入段階 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前 開始済 開始前

外部
（特定少数）

常用段階 4 1 1 1 7 3

検証段階 1 3 4 3

外部
（不特定多数）

常用段階 1 1 2 2

検証段階 1 1 2 2

総計 5 1 1 2 4 1 1 15 -

前回報告件数 1 1 1 2 3 2 - 10
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• 成果目標（定量・定性）を設定している案件の割合や目標記載例を紹介

成果目標の例

定性成果目標の記載例

⚫ 外国語資料の確認・作成等に係る対応時間を削減。
⚫ 外国語の会議の文字起こし等に係る対応時間を大幅に削減。
⚫ インバウンド向けの案内解説の質の向上
⚫ 国際会議等の内容について効率的かつ的確に理解する

定量成果目標の記載例

⚫ 過去資料の調査にかかる時間を30％削減
⚫ 職員等からの問い合わせ等を３割削減

一部非公開
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高リスク案件について
非公開資料



© Digital Agency, Government of Japan 9利用用途等を踏まえての分析であるため、機能上の利用可否の情報と必ずしも一致しない
1案件に対して複数割り当ての分析としているため、総数は必ずしも案件の総数と一致しない

• 入力データ、出力データともにテキストの入出力での利活用が基本だが、その他の種類での利活用も実施されつつある

入力データ・出力データの種類

入力データの種類 集計 内訳（音声・動画） 内訳集計

１．テキスト 241

２．画像 6

３．音声 13
録画・録音の活用 3

リアルタイムの入力 10

４．動画 3
録画の活用 3

リアルタイム入力 0

５．その他 1

新規分析・分析方法変更

出力データの種類 集計 内訳（音声・動画） 内訳集計

１．テキスト 241

２．画像 70

利用用途に画像を生成する旨記載あり 11

機能上は提供可能（利用用途に
画像を生成する記載なし）

59

３．音声 65

利用用途に音声を生成する旨記載あり 2

機能上は提供可能（利用用途に
音声を生成する記載なし）

63

４．動画 3

５．タスクの実行 0

６．その他 4

⚫ Web会議における議事の要約、議論結果のまとめ、ネクス
トアクションの整理等

⚫ 外国語の会議の文字起こし等を迅速かつ正確に対応するた
め活用

等

⚫ 文書・スライドのドラフト作成（メール返信案の作成、アプリケー
ション運用資料のドラフト作成等）

⚫ プレゼン資料作成
等



© Digital Agency, Government of Japan 10利用用途等、フリーテキストで報告されている情報ベースの分析であるため、実務の利用状況が必ずしも本分析結果と直結するわけではない

• テキスト入力、出力を活用した利活用はバリエーションに広がりが見られている

• 画像、音声、動画の生成は一部利活用が進んでいるが、まだ件数としては多くない状況

利用用途（全体概要）

新規分析

大分類 利用用途 件数
割合

(対全件数)

テキスト系

文章執筆（メール等ドラフト） 48 19.9%

添削・校正 29 12.0%

要約 69 28.6%

翻訳 50 20.7%

ブレスト・アイディア出し 10 4.1%

論点の整理 8 3.3%

分析・比較・ラベル付け 20 8.3%

用語の意味の検索 5 2.1%

調査・リサーチ（府省庁内部データのみ） 62 25.7%

調査・リサーチ（Webサイト等外部データ） 74 30.7%

テキストのみ資料生成 68 28.2%

大分類 利用用途 件数
割合

(対全件数)

画像/音声/
動画生成系

(画像)画像含む資料生成 12 5.0%

(画像)資料の図解・図表生成 1 0.4%

(画像)広報・SNS・宣伝用コンテンツ生成 0 -

(音声)音声ナレーション・読み上げ生成 2 0.8%

(音声)音声応答 0 -

(動画)動画生成 3 1.2%

その他生成 3 1.2%

開発/
新規施策系

関数・マクロ生成 7 2.9%

プログラムコード生成 10 4.1%

自律的対話型タスク実行 1 0.4%

外部向けサービス自動化（テキスト応答） 6 2.5%

外部向けサービス自動化（その他） 0 -

生成AI組込みサービス提供（対単一府省庁外） 9 3.7%



© Digital Agency, Government of Japan 11利用用途等、フリーテキストで報告されている情報ベースの分析であるため、実務の利用状況が必ずしも本分析結果と直結するわけではない

• テキスト生成におけるバリエーションを詳細に示すと以下のとおり。一般的にテキスト生成で期待される利用用途における

利活用は着実に広がっている傾向がみられる

利用用途（テキスト系）

新規分析

大分類 利用用途 件数
割合

(対全件数)

テキスト系

文章執筆（メール等ドラフト） 48 19.9%

添削・校正 29 12.0%

要約 69 28.6%

翻訳 50 20.7%

ブレスト・アイディア出し 10 4.1%

論点の整理 8 3.3%

分析・比較・ラベル付け 20 8.3%

用語の意味の検索 5 2.1%

調査・リサーチ（府省庁内部データのみ） 62 25.7%

調査・リサーチ（Webサイト等外部データ） 74 30.7%

テキストのみ資料生成 68 28.2%

【論点の整理等での活用の事例】
提出資料・関連資料等の要約と論点整理

⚫ 目的：提出資料・関連資料等の効率的な理解
⚫ 概要：課室外から申請を受け付ける業務において、提出される文書を生成AIに入力し、マルチモーダル機能を活用して、

難解な図表や構造式等を含む文書の内容を踏まえての要約や、論点整理等に活用する。

【アイデア出し等での活用の事例】
既存データを活用したアイデア発想の支援

⚫ 目的：既存データを活用したアイデア発想の効率化
⚫ 概要：技術シーズと中小企業のマッチング支援において、専門

知識によらず技術シーズの検索を可能にした上で、技術シーズ
の検索に留まらず、商品アイデアの発想までの過程を向上でき
るよう支援を実施する。

【添削・校正等での活用の事例】
基準内の表現・定義のぶれの改善点抽出

⚫ 目的：基準内の表現・定義の均一・均質化
⚫ 概要：技術基準のMarkDown形式のデータを用いて、基準内の

表現・定義のぶれや改善点を抽出する作業に援用する。



© Digital Agency, Government of Japan 12利用用途等、フリーテキストで報告されている情報ベースの分析であるため、実務の利用状況が必ずしも本分析結果と直結するわけではない

• 画像、音声、動画の生成に関しては、PowerPointを始めとする資料作成への活用が一部実施されている
• 関数・マクロ生成、プログラムコード生成等は、業務の効率化用の活用や、一部でソフトウェア用のスクリプト作成等が実

施されている

利用用途（画像/音声/動画生成系、開発/新規施策系）

新規分析

大分類 利用用途 件数
割合

(対全件数)

画像/音声/
動画生成系

(画像)画像含む資料生成 12 5.0%

(画像)資料の図解・図表生成 1 0.4%

(画像)広報・SNS・宣伝用コンテンツ生成 0 -

(音声)音声ナレーション・読み上げ生成 2 0.8%

(音声)音声応答 0 -

(動画)動画生成 3 1.2%

その他生成 3 1.2%

開発/
新規施策系

関数・マクロ生成 7 2.9%

プログラムコード生成 10 4.1%

自律的対話型タスク実行 1 0.4%

外部向けサービス自動化（テキスト応答） 6 2.5%

外部向けサービス自動化（その他） 0 -

生成AI組込みサービス提供（対単一府省庁外） 9 3.7%

【画像を含む資料作成等での活用の事例】
RAGを活用した情報検索・資料作成

⚫ 目的：情報検索・資料作成の効率化
⚫ 概要：所管する業務に係る情報集約及び、効率的な資料作成に

おいて、情報検索や日本語描画含む高度な画像生成へ活用。ベ
クトル化や拡散モデルを用いたRAG等を活用する。

【プログラムコード作成等での活用の事例】
セキュアコーディング等の支援

⚫ 目的：アウトプット品質向上、レビュー負荷軽減
⚫ 概要：コーディング補助や単体テスト作成、セキュアコーディ

ング、チーム開発ルールに沿った自動化、レビュー支援、納品
物のサマリーやガイドラインチェックを行う上で活用する。

【プログラムコード作成等での活用の事例】
コード生成

⚫ 目的：作業時間の削減
⚫ 概要：文章作成やレポート作成、コード生成等により、単純か

つ繰り返し行う作業を効率化。また、ミスの減少や品質向上に
より間接コストの削減も図る。



© Digital Agency, Government of Japan© Digital Agency, Government of Japan


	スライド 0: 令和７年度第４回　 各府省庁生成AIシステム定期報告概要
	スライド 1: 各府省庁生成AIシステム定期報告概要（令和７年度第４回）
	スライド 2: 政府職員の生成AIシステムの利用類型・利用者の範囲
	スライド 3: 政府職員の生成AIシステムの導入段階ごとの利用類型・利用者の範囲
	スライド 4: 利用終了となった案件
	スライド 5: 政府職員の利用する生成AIシステムの取扱情報の機密性
	スライド 6: 政府の生成AIシステムの外部向けの利用類型・導入段階
	スライド 7: 成果目標の例
	スライド 8: 高リスク案件について
	スライド 9: 入力データ・出力データの種類
	スライド 10: 利用用途（全体概要）
	スライド 11: 利用用途（テキスト系）
	スライド 12: 利用用途（画像/音声/動画生成系、開発/新規施策系）
	スライド 13

